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　2 月 18 日、える夢館で、『第 12 回豊寿大学・生
涯教室学習発表会（舞台発表）』が開催されました。
　参加者全員による町歌の合唱で始まり、器楽にカ
ラオケ、ダンス、二人羽織、仮装踊り、舞踊など豊
寿大学 8 科、６生涯教室の生徒らが日ごろの練習
の成果を存分に発揮しました。
　また、える夢キッズによる和太鼓演奏・ダンスの
パフォーマンスが披露され、はるにれ通りギャラ
リーでは、写真や俳句、書道、リボンフラワーなど
の展示のほか、チャリティーバザーなどが行われ、
子供からお年寄りまで世代を超えて楽しんでいまし
た。

第 12 回豊寿大学・生涯教室学習発表会

2 月４日から7 日にかけて、長野県で行われた第 37
回全国中学校スケート大会に豊頃中学校 3 年の鈴木
康介さんと1 年の軍司愛梨さんが出場し、鈴木さんは男
子５０００ｍの部で第 8 位、軍司さんは女子５００ｍの部
で第 6 位にそれぞれ入賞しました。

2 人は、2 月 24 日に役場応接室を訪れ、宮口町
長に大会結果の報告を行い、鈴木さんは「今年の全
国大会は、タイムがあまりよくなかったけれど、今
までで一番一生懸命に滑ることができた」、軍司さ
んは「初めての全国大会出場で、500m は最初から
思い切った滑りができ、良い順位で決勝に残れ、入
賞することができた」と、感想を述べました。

全国中学校スケート大会

2 月７日、「伝え方が 9 割」講演会（主催：豊頃
町プロモーション推進協議会）がえる夢館で行われ
ました。

この講演会は、コピーライターで株式会社ウゴカ
ス代表佐々木圭一氏を講師に招き、「ノーをイエス
に変える技術」をテーマに、他者への依頼を実現さ
せるには「相手の好きなこと」「選択の自由」など
の 7 つの切り口を紹介しました。

また、講演会の中で参加者に対し 3 つの課題が
与えられ、相手に「イエス」と言わせるような言葉
を参加者同士でひねり出し、佐々木さんは「伝え方
は技術であり、誰であっても学ぶことはできる」と
述べていました。

ノーをイエスに変える技術

　2 月６日、牛首別農事組合（武隈英和組合長）の
組合員 16 人が、町内 14 カ所で公共施設敷地内に
積まれた雪を取り除く（排雪作業）ボランティアを
行いました。
　タイヤショベル 6 台、ダンプ 9 台、バックホウ
1 台を持ち寄り、午前 8 時 30 分から午後 3 時過ぎ
まで行われた排雪作業は、主に役場前駐車場やえる
夢館駐車場、消防署といった公共施設を中心に行わ
れ、約 250 台分（約 2,000 立方メートル）の雪を
運びました。
　このボランティア活動は、平成 19 年から 10 年
連続行われており、各公共施設駐車場などに高く積
まれた大量の雪がきれいに取り除かれました。

牛首別農事組合が排雪奉仕

2 月 1 日、町と十勝地方道新会は「地域見守り協
定」の締結式を役場応接室で行いました。

この事業は、北海道の各自治体と北海道新聞社、道新
会連合会（道新販売所会）、道新販売所が連携して、孤立
の防止および支援の必要な方を把握することで、地域を見守
る体制を作り、地域福祉の向上を図ることを目的としています。

宮口町長は「独居老人等の安否が心配だが、この度
の協定は、私どもにとって心強いもの」と述べ、道新茂
岩販売所の脇坂所長は「お年寄りの方が安心して住め
るよう、微力ではあるが見守っていきたい」と述べました。
また、北海道新聞帯広支社の横山支社長は「協定の
締結により、より一層地域に密着した活動を行っていきた
い」と話されていました。

道新「地域見守り協定」締結式

1 月 30 日、人権擁護委員を務めた河原葉子さん
（茂岩栄町）が、釧路地方法務局帯広支局の乙川信
次支局長から法務大臣感謝状が手渡されました。

河原さんは 2011 年から人権擁護委員を 2 期 6
年務め、昨年 12 月で退任しました。

河原さんは「人権とは何かと考えながら活動して
きた」とこれまでの 6 年間の感想を述べました。

伝達式に立ち会った宮口町長は「社会的立場とし
て、人として大事な仕事に携わっていただいた。こ
れまでに培った知識をこれからも活かしていただき
たい」と話していました。

法務大臣感謝状伝達

2 月２日、える夢館で平成 28 年度幼児芸術鑑賞会
『劇団桔

ききょう

梗』演劇発表会が行われました。
劇団桔梗は、大谷短期大学地域教養学科の 2 年生

からなる劇団です。
当日は茂岩保育所と大津保育所の幼児とその父母

ら約 70 名が訪れ、演劇『にげだしたおおおとこ』
と『百万回生きたねこ』や紙芝居「平原鹿物語」、「お
むすびころりん」、『わらしべ長者』をアレンジした

『金
か ね が ふ る

賀富留十勝長者』が上演されました。また、最後
には帯広市の平原通商店街振興組合事務局長 長

おさ

氏か
ら「平原鹿物語」にちなんだどら焼きのプレゼント
が行われ、訪れた幼児たちは笑顔で公演を楽しみま
した。

大谷短大『劇団桔梗』が公演
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